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　１．高齢者長寿化の光と影















は，1965 年までは常に 40％を超えていたわけであるが，1970 年以降では，65 歳以上の死亡率低
下が大きく寄与することが判ってきた．男性の 65 歳時の平均余命は，昭和初期で 10 年弱，高度






















270 万人が出生し，団塊の世代を形成した．その次世代である第 2 次ベビーブーム（1971-74 年）


















































































































































引きこもり，ＤＶや虐待等々である．日本では，1990 年代からの ｢ 失われた 10 年 ｣ による若年
層や高齢者世代内の所得格差のほかに，2006 年までの小泉構造改革とその後のデフレ不況によ
る「失われた 10 年」は日本の地域間格差，世代間の格差，所得格差を拡大した．地方経済や住





























世帯等調査結果報告」）によると，2011 年の母子世帯は 123.8 万世帯で，2006 年から 8.7 万世帯
増加しており，およそ 4 割の母子世帯はアルバイト等での収入に頼っていて，また，2 割の母親
は就業していない．そのため，母子世帯が増加すると子どもの貧困率は上昇するが，しかし母子
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